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修士論文要旨
【問題と目的】
　Overholser（1992）による研究では，大学生のサンプ
ルにおいて依存性が高いほど抑うつ的，孤独，自己批判的，
そして，自尊心が低いことが報告されている。
　他者依存性は，アサーティブネス・自己決定性，および
不安・抑うつと関連していることが示唆されているが、そ
のメカニズムについては明らかになっていない。他者依存
性の高まりはアサーティブネスおよび自己決定性を介し，
抑うつや不安と関連していると考えられる。本邦では，他
者依存性とアサーティブネスおよび自己決定性の関連性を
検討し，他者依存性，アサーティブネスおよび自己決定性
が不安・抑うつにどのような影響を与えるかを検討する。
それに加え，他者依存性，アサーティブネス，自己決定性，
不安および抑うつの性差を検討する。
《他者依存性がアサーティブネスおよび自己決定性を介し
て不安・抑うつに与える影響力の検討》
方法：調査対象者：首都圏内の大学生を対象とし，教場で
の一斉法による質問紙調査を行った。欠損値を除外した有
効回答者は198名（男性：93名，女性：105名），平均年齢は
20.26歳（SD=1.15）であった。
調査材料：①他者依存性尺度（Interpersonal Dependency 
Scale）（Hirschfeld et al.，1977）の日本語版（McDonald-
Scott,1988）②青年用アサーション尺度 （玉瀬・越智・才
能・石川，2001）③自己決定意識尺度 （新井，佐藤，2000）
④うつ病自己評価尺度（The Center for Epidemiologic 
Studies-Depression Scale: CES-D; Radloff, 1977; 島・
鹿野・北村・浅井，1985）⑤State-Trait Anxiety Inventory
日本語版（STAI; Spielberger, Gorsuch, & Lushene, 
1970；清水・今栄，1981）における，『特性不安（Trait 
Anxiety）』の項目
【結果と考察】
分析１：男女込みおよび男女別のデータを分け，各変数お
よび各変数の因子を相関分析で検討し，平均値の差をｔ検
定によって検討した。その結果，性差による関連性の違い
は示されなかった。分析の結果，変数間における想定して
いた相関関係は概ね支持されたが，性差における変数間の
相関関係および平均値の差は示されなかった。その理由と
して，日本国内における他者依存性の研究に文化差及び男
女における価値観の違いが国によって違う可能性が示され
た。
分析２：他者依存性とアサーティブネスおよび自己決定性
を介して不安・抑うつに与える影響を検討するため，各変
数の尺度を用いて，構造方程式モデリングによるパス解析
を行った。モデルの適合度を指標として，変数の選択と除外
を行った。適合度はGFI=.911，AGFI=.830，RMSEA=.089
であった。
　「社会的自信の欠如」が「アサーティブネス」および「自
己決定性」に正の有意な影響を与えていることが示された。
社会的自信の欠如が高いと，アサーティブネスおよび自己
決定性が低いと考えられる。「アサーティブネス」および
「自己決定性」が「不安・抑うつ」に対し正の有意な影響を
与えていることが示された。アサーティブネスや自己決定
性が高いと，不安･抑うつが低いことが考えられる。「自立
の主張」が「自己決定性」に負の有意な影響を与えている
ことが示された。つまり自立の主張が高いと，自己決定性
も高い社会的自信の欠如がアサーティブネスに有意な正の
影響を与えているということが考えられる。
【総合考察】
　他者依存性の先行研究によると，多くの文献では女性の
方が男性と比べて依存性が高く，抑うつに関わる原因とし
て依存性が大きいと述べられていたが，それらの多くは海
外における研究結果であり，日本国内における性差につい
て検討した他者依存性に関する先行研究はまだ少ない。そ
のため、国内における他者依存性の性差および定義につい
て検討していく必要がある。
　海外における依存性の定義と，日本における依存性の定
義を明確にする必要があったと考える。土居（2000）によ
ると，日本社会においては甘えるという行為が社会的に許
容されていると述べている。つまり，日本社会における他
者依存的な行為は社会的に認められており，その為，性差
における，特に女性が持つ依存性特性は国内においては影
響力をそれほど持たないと考えられる。
大学生の他者依存性，アサーティブネスおよび自己決定性が
不安と抑うつに及ぼす影響
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